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まちのお金の使い方をチェック
平成30年度決算

◎ 

歳
入
（
町
に
入
っ
た
お
金
）

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
97
億
５
８
４
２
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
、
14
億
５
１
７
１
万
円
（
17
・
５
％
）
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
入
決
算
額
を
自
主
財
源
（
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
た
お
金
）
と

依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
等
）
に
分
類
す
る
と
、
自

主
財
源
の
構
成
比
が
35
・
６
％
、
依
存
財
源
が
64
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、

依
存
財
源
の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　９月 10日から開会した「第６回定例会」に、町長から平成 30年度各会計決算認定案が提出さ
れました。これを審査するために、議員全員で構成する「決算特別委員会」（山野委員長、中島副
委員長）を設置し、審査することとしました。
　決算特別委員会では、2日間にわたり調査・質疑等を行い、慎重に審議した結果、全ての会計
を全会一致で「認定すべきもの」と決定し、委員長報告書を作成して閉会しました。
　特別委員会閉会後に再開した本会議では、委員長が報告を行い全て原案のとおり認定しました。

（数値については表記単位未満を四捨五入しています）

◎ 

歳
出
（
町
が
使
っ
た
お
金
）

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
、
94
億
９
４
８
７
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
、
12
億
６
３
２
０
万
円
（
15
・
３
％
）
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
決
算
額
を
性
質
別
に
分
類
す
る
と
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債

費
を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
は
、
全
体
の
37
・
８
％
を
、
支
出
が
社
会

資
本
形
成
（
道
路
等
の
公
共
施
設
）
や
災
害
復
旧
に
向
け
ら
れ
る
投
資

的
経
費
の
割
合
は
20
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
任
意
的
経
費
は
42
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

一般会計決算　歳入総額　97 億 5,842 万円

一般会計決算　歳出総額　94 億 9,487 万円

町税
238,116

（24.4%）

繰入金
40,926

（4.2%）
諸収入

30,824
（3.1%）

繰越金
7,504

（0.8%）

その他
30,317

（3.1%）

地方交付税
219,971

（22.6%）

国庫支出金
158,482

（16.2%）

町債
131,275

（13.5%）

県支出金
66,568

（6.8%）

その他
51,859

（5.3%）

依存財源
（64.4%）

自主財源
（35.6%）

単位：万円

単位：万円

一般会計歳入

一般会計歳出

義務的経費
（37.8%）

任意的経費
（42.1%）

投資的経費
（20.1%）

扶助費
185,030

（19.5%）

物件費
152,833

（16.1%）

補助費等
85,468

（9.0%）

繰出金
126,936

（13.4%）

公債費
63,991

（6.7%）

人件費
110,485

（11.6%）
普通建設
事業費

121,525
（12.8%）

災害復旧事業費
69,165

（7.3%）

維持補修費
1,509

（0.2%）
貸付金

14,300
（1.5%）

積立金
17,595

（1.9%）

決
算
特
別
委
員
会
　
質
疑
の
一
部
を
紹
介

　

委
員
会
で
は
四
つ
の
部
門
を
中
心
に
協
議
し
ま
し
た
。
質
疑
の
主
な
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

総
務
部

Ｑ�

．「
お
で
か
け
号
」
は
、
地
域
福
祉
基
金
を
平
成
23
年
度
か
ら
１
千
万
円
ず

つ
取
り
崩
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
決
算
で
の
残
額
は

１
億
７
千
万
円
だ
。
17
年
後
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
高

い
。
何
か
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
．必
要
な
交
通
対
策
だ
と
考
え
て
い
る
。財
政
的
な
面
を
含
め
、今
後
研
究
す
る
。

民
生
部

Ｑ�

．
こ
ど
も
夢
プ
ラ
ザ
の
２
階
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
本
来

の
目
的
で
あ
る
定
住
促
進
の
た
め
の
活
用
は
ど
う
か
。

Ａ�

．
民
生
委
員
、
地
域
の
方
な
ど
に
よ
り
、
坊
主
山
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
に
利
用
し
て
い
る
。
定
住
交
流
を
促
進
す
る
事
業

を
展
開
し
て
い
る
が
、
遠
方
か
ら
の
利
用
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
利
用
促

進
の
具
体
策
を
検
討
し
た
い
。

建
設
部

Ｑ�

．
昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
土
砂
の
撤
去
は
、
予
定
ど
お
り

行
わ
れ
る
の
か
。

Ａ
．
10
月
末
ま
で
に
土
砂
を
撤
去
し
、来
年
４
月
か
ら
は
使
用
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

教
育
部

Ｑ�

．
学
校
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
が
必
要
だ
。
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

Ａ�

．
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
職
員
室
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、

普
通
教
室
で
も
使
用
可
能
と
な
っ
た
。

平成 30 年度の主要事業　（掲載事業のうち災害対策関連事業分９憶 4,293 万円）
部 課 事業名 事業概要 事業費

総務部
総務課 町制施行 100 周年記念

事業
町の PR 及び活性化を目的とし、記念式
典の実施、記念誌や絵本等の制作など 1,318

地域振興課 筆の里工房事業 運営費及び空調設備、展示室改修 30,706

民生部
民生課

災
害
対
策
関
連

被災者支援事業 災害弔慰金、災害見舞金等 4,553
災害救助事業 避難所設置、捜索業務、住宅応急修理等 6,464

生活環境課 災害廃棄物処理事業 災害廃棄物の処理 8,519

建設部

建設課

大原ハイツ緊急道路
新設事業

仮設道路の整備及び本設道路の測量設計
業務 6,024

農地及び農業用施設
災害復旧事業 69 箇所の設計書作成、復旧工事 8,303

林道災害復旧事業 ５箇所の設計書作成、復旧工事 3,914

都市整備課 宅地内堆積土砂排除
事業

24 件の土砂撤去、町民グランド等の土砂
一部搬出 8,818

開発指導課 公共土木施設災害復
旧事業

10 箇所の河川、16 箇所の道路の復旧
工事（国費分）、ほか 98 件の工事（単費分） 47,698

教育部 学校教育課
小学校大規模改造事業 小学校空調設備設置事業

第一小学校東校舎大規模改造事業 15,062

中学校大規模改造事業 中学校空調設備設置事業
熊野東中学校普通教室棟大規模改造事業 25,214

単位：万円
（表記単位未満は四捨五入）

※グラフの数値は、決算統計上の数値を用いるため、歳出総額と一致しません。
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気になる６件をピックアップ

Ｑ
．
15
～
20
万
人
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
事
業
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、事
業
の
中
身
が
見
え
な
い
。

Ａ
．
現
在
、
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
内
容
が

固
ま
り
次
第
、
議
会
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ｑ
．
浄
化
槽
汚
泥
処
理
業
者
の
廃
業
に
伴
う
交
付
金

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、業
者
は
現
在
何
社
あ
る

か
。ま
た
、汚
泥
処
理
世
帯
数
は
。

Ａ
．
今
回
廃
業
す
る
業
者
を
含
め
９
社
あ
る
。
汚
泥

処
理
業
者
利
用
世
帯
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

い
な
い
。

Ｑ
．
コ
ー
ポ
ラ
ス
熊
野
敷
地
内
の
調
査
測
量
設
計
業

務
委
託
料
の
内
訳
は
。

Ａ
．
空
き
地
部
分
を
売
却
す
る
た
め
の
測
量
費
、
分

筆
設
計
費
。

Ｑ
．
昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
に
係
る
農
林
水
産
施
設

災
害
復
旧
費
に
係
る
工
事
箇
所
数（
内
訳
）を
伺
う
。

Ａ
．
農
業
施
設
16
カ
所
、
林
道
災
害
５
カ
所
、
農
地

災
害
28
カ
所
。

Ｑ
．
災
害
復
旧
工
事
に
関
し
、
農
地
内
に
入
っ
た
土

砂
を
撤
去
す
る
際
の
基
準
等
を
業
者
に
指
導
し

て
い
る
の
か
。

Ａ
．
工
事
業
者
に
は
、
被
災
状
況
や
復
旧
方
法
等
に

合
わ
せ
、
農
家
と
の
十
分
な
打
ち
合
わ
せ
の
も

と
に
工
事
を
進
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

「
財
産
の
取
得
」
を
可
決

　

筆
の
里
工
房
周
辺
整
備
事
業
の
実
施
に
伴
う
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
可
決

し
た
。

○
熊
野
町
字
堂
畝
３
１
０
５
番
地
１
ほ
か
62
筆　

３
万
１
３
４
９
・
60
㎡

○
土
地
所
有
者
48
名　

○
取
得
費　

１
億
９
２
４
９
万
円

ピックアップ④

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
・
歳
出
と
も
３
億
７
７
８
６
万
８
千
円
の
増
額

総
額
101
億
６
４
８
９
万
４
千
円
に

【
主
な
内
容
】

　
　

�

地
方
交
付
税
、
国
の
負
担
金
・
補
助
金
、
前
年
度
繰
越
金
、
町
債
の
増
額

　
　

�

総
務
部
門
（
１
億
664
万
８
千
円
増
）
：
コ
ー
ポ
ラ
ス
熊
野
空
き
地
部
分

の
測
量
費
、
避
難
所
開
設
等
に
伴
う
職
員
手
当
な
ど

　
　

�

民
生
部
門
（
３
７
０
９
万
７
千
円
増
）
：
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
施

設
等
利
用
給
付
費
、
浄
化
槽
汚
泥
処
理
業
者
廃
業
に
伴
う
交
付
金
な
ど

　
　

�

建
設
部
門
（
２
億
３
１
７
７
万
８
千
円
増
）
：
農
地
及
び
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
事
業

ピックアップ⑥

（歳入）（歳出）
熊
野
町
教
育
委
員
会
委
員
に久く

ぼ

た
保
田
章あ

き
ひ
ろ央

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た

　

高
山
委
員
の
任
期
が
本
年
９
月
末
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
幼
稚

園
保
護
者
会
長
、小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
歴
任
さ
れ
、教
育
に
広
い
識
見
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
久
保
田
章
央
さ
ん
を
教
育
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

ピックアップ⑤

町から報告３件・議案 17件・認定２件
（数値については表記単位未満を四捨五入しています）

主 な 質 疑

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
①

Ｑ
．
会
計
年
度
任
用
職
員
が
公
務
で
出
張
し
た
と
き

は
、
費
用
弁
償
す
る
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
臨

時
職
員
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
事
務
職
員
は
想
定
し
て
い
な
い
。
各
種
委
員（
非

常
勤
特
別
職
）
を
想
定
し
て
い
る
。

Ｑ
．
一
般
業
務
従
事
者
の
報
酬
上
限
額
が
時
給

１
４
０
０
円
と
あ
る
が
最
低
賃
金
と
比
較
し
高
過

ぎ
な
い
か
。

Ａ
．
専
門
資
格
等
を
持
っ
て
い
る
現
在
の
賃
金
の
最

高
額
を
上
限
と
し
て
い
る
。

Ｑ
．
支
給
審
査
委
員
会
の
構
成
員
は
。

Ａ
．
学
識
経
験
者
、
法
曹
関
係
者
、
そ
の
他
町
長
が

選
任
す
る
者
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
向
け
た
制
度
改
正

で
あ
る
が
、
保
護
者
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

Ａ
．
各
保
育
所
、
幼
稚
園
を
通
し
て
保
護
者
に
通
知

す
る
と
と
も
に
、
町
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
周
知
す
る
。

Ｑ
．
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
副
食
費
が
免
除
と
な
る
低
所
得
者
等
の

定
義
は
。

Ａ
．
給
与
収
入
に
換
算
す
れ
ば
年
収
360
万
円
未
満
の

世
帯
が
対
象
と
な
る
。

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
案
」
を
可
決

　

各
自
治
体
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
任
用
さ
れ
て
い
た
非
常
勤
職
員
等
を
全
国
統
一

基
準
に
よ
る
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
し
て
任
用
す
る
。
任
用
条
件
が
厳
格

化
さ
れ
、
一
定
の
勤
務
要
件
を
充
た
せ
ば
新
た
に
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。

ピックアップ①

９月定例会（９月10日開会）

「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
」
を
可
決

　

災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
に
関
し
、
調
査
審
議
す
る
支

給
審
査
委
員
会
の
設
置
を
明
文
化
し
た
。

ピックアップ②
「
熊
野
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
」
を
可
決

①�

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
連
携
施
設
（
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
）

の
確
保
義
務
の
緩
和
措
置
。連
携
施
設
の
確
保
が
著
し
く
困
難
な
場
合
で
、

必
要
か
つ
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
連
携
施
設
の
確
保

猶
予
期
間
５
年
間
を
10
年
間
に
延
長
す
る
も
の
。

②�

本
年
10
月
か
ら
始
ま
る
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
伴
う
児
童
の
給
食
費

の
取
扱
い
の
変
更
。

ピックアップ③

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
③

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
②

人件費等の
一部

副食費

実費徴収分

保
護
者
負
担

保
育
料

これまで

無償化

副食費

実費徴収分

保
護
者
負
担

10 月以降

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
④

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
⑥
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議
会
・
委
員
会
活
動

平
成
30
年
度
決
算

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

平
成
30
年
度
決
算

議
会
審
議

呉
地
大
池
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
を
可
決

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
農
業
用
施
設
の
呉
地
大
池
に
流
れ
込
ん

だ
大
量
の
土
砂
・
流
木
を
撤
去
す
る
災
害
復
旧
工
事
の
契
約
締
結
。

○
請
負
金
額　

１
億
１
１
５
４
万
円

ピックアップ①

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
・
歳
出
と
も
１
９
８
０
万
円
の
増
額

総
額
97
億
８
７
０
２
万
６
千
円
に

【
主
な
内
容
】

　
　

�

基
金
繰
入
金
の
増
額

　
　

�

教
育
部
門
（
１
９
８
０
万
円
増
）

　
　

・
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
実
施
設
計
業
務　
　

１
３
２
０
万
円

　
　

・
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
実
施
設
計
業
務　
　
　

６
６
０
万
円

ピックアップ②

天
皇
陛
下
御
即
位
を
祝
す
賀
詞
を
決
議

　

５
月
１
日
の
天
皇
陛
下
御
即
位
に
あ
た
り
、
町
民
と
と
も
に
心
か
ら
祝
意

を
表
す
賀
詞
を
決
議
し
た
。

ピックアップ③

～令和元年第５回熊野町臨時会（７月）～

議会審議をピックアップ！あなたが、気になる
「質問」はありますか？

質問議員７名　質問 10 項目

皆
さ
ん
の
「
く
ら
し
」
に
か
か
わ
る
こ
と
を
、
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

※ 紙面の関係により、質疑の一部のみを掲載させていただいています。
　 また、分かりやすい紙面にするために、趣旨が変わらない程度の編集を行っています。
　 なお、熊野町議会のホームページ（http://www.town.kumano.hiroshima.jp）から、一般質問の全ての内容を視聴することができます。

農業 安心・安全 健康
・福祉

子育て支援
・教育

猪
の
被
害
対
策
を
問
う

情
報
化
・
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
対
策
は

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
安
全
対
策
は

豪
雨
災
害
検
証
委
員
会
の
提
言
に
対
す
る
取
り
組
み
は

未
就
学
児
の
命
を
守
る
対
策
は

更
新
す
る
防
災
行
政
無
線
の
概
要
は

民
生
委
員
改
選
状
況
と
、
次
期
改
選
ま
で
の
対
策
は

不
登
校
の
現
状
と
対
応
は

児
童
虐
待
防
止
の
体
制
強
化
を

学
校
給
食
の
充
実
と
災
害
時
の
取
り
組
み
は

中　

島 

議
員

福
垣
内 

議
員

福
垣
内 

議
員

光　

本 

議
員

時　

光 

議
員

時　

光 

議
員

中　

島 

議
員

竹　

爪 

議
員

沖　

田 

議
員

水　

原 

議
員

P11 P10P12 P ９ P ８

（歳入）（歳出）

主 な 質 疑

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
②

Ｑ
．
町
内
の
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
。

Ａ
．
本
年
４
月
１
日
現
在
、
33
・
６
％
。

Ｑ
．
今
回
改
修
す
る
ト
イ
レ
に
学
校
の
体
育
館
は
含
ま

れ
て
い
る
か
。

Ａ
．
校
舎
を
含
め
体
育
館
も
改
修
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
．
設
計
単
価
の
算
出
方
法
は
。

Ａ
．
国
土
交
通
省
の
基
準
で
算
出
し
て
い
る
。

Ｑ
．
な
ぜ
こ
の
時
期
に
補
正
予
算
を
計
上
す
る
の
か
。

Ａ
．
国
の
手
厚
い
財
源
が
確
保
で
き
る
国
土
強
靭
化

関
連
事
業
に
採
択
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
。

Ｑ
．
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業
に
係
る
国
庫
補
助
金
の

補
助
率
は
。

Ａ
．
国
の
交
付
金
と
起
債
で
財
源
を
賄
う
。
交
付

金
の
補
助
率
が
３
分
の
１
。
起
債
の
充
当
率
が

100
％
で
、
起
債
に
対
し
50
％
の
交
付
税
措
置
が

あ
る
。

Ｑ
．
今
回
設
計
す
る
学
校
ト
イ
レ
に
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ

ト
の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
体
育
館

は
災
害
時
の
避
難
所
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
も
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ
．
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
設
置
は
実
施
設
計
の
中
で

検
討
し
た
い
。
車
い
す
利
用
者
が
使
用
す
る
多

目
的
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
も
実
施
設
計
の

中
で
検
討
す
る
。
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問
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一
般
質
問

Q
A

学校給食の充実と災害時の取り組みは

〈町長〉

給食は利用率の変動により検討する。災害時は
給食委託業者への発注を検討する。

【
Ｑ
１
】

　

子
ど
も
達
に
「
温
か
い

給
食
」
を
食
べ
て
も
ら
う

た
め
、
今
の
弁
当
箱
方
式

か
ら
、
保
温
性
の
高
い
食

缶
で
の
提
供
に
変
え
て
は

ど
う
か
。

【
Ａ
１
】

　

給
食
利
用
率
が
高
水
準

に
あ
る
た
め
、
現
段
階
に

お
い
て
は
、
現
行
の
ラ
ン

チ
ボ
ッ
ク
ス
で
の
デ
リ
バ

リ
ー
給
食
を
継
続
し
な
が

ら
、
充
実
を
図
る
。
利
用

率
が
、
下
が
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

行
い
検
討
す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

学
校
給
食
の
地
産
地
消

に
向
け
、
町
と
し
て
何
か

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

女
性
農
業
委
員
を
中
心

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
、
休
耕
地
を
利

用
し
て
熊
野
産
の
黒
大
豆

を
生
産
し
て
い
る
。
そ
れ

を
学
校
給
食
に
提
供
す
る

予
定
で
あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　

大
雨
警
報
な
ど
で
突
然

休
校
に
な
っ
た
場
合
、
給

食
を
廃
棄
す
る
と
聞
い
た

が
、
避
難
所
に
避
難
さ
れ

て
い
る
方
へ
の
提
供
は
出

来
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

給
食
の
調
理
開
始
後
に

急
遽
臨
時
休
校
と
な
っ
た

場
合
に
は
廃
棄
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
調
整
が
つ
け

ば
提
供
は
可
能
だ
と
思
わ

れ
る
。

【
Ｑ
４
】

　

災
害
時
、
避
難
者
の
方

へ
の
食
事
の
提
供
を
、
給

食
の
委
託
業
者
で
対
応
す

る
事
は
出
来
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　

昨
年
の
災
害
時
に
は
給

食
委
託
業
者
や
、
町
内
の

弁
当
業
者
で
対
応
し
た
。

今
後
も
大
量
の
食
事
が
必

要
な
時
に
は
、
発
注
も
検

討
す
る
。

子育て支援
教 育

水原 耕一議員

Q
A

不登校の現状と対応は

〈町長〉

不登校は上昇傾向にある。学校・保護者・関係機関と連携
し、適切な対応に努めている。

竹爪 憲吾議員

【
Ｑ
１
】

　

熊
野
町
の
児
童
・
生
徒
の

不
登
校
の
現
状
と
、
こ
れ
ま

で
の
推
移
は
。

【
Ａ
１
】

　

今
年
度
の
１
学
期
末
現
在
、

小
学
校
４
名
、
中
学
校
24
名

が
不
登
校
と
な
っ
て
い
る
。

　

過
去
３
年
間
の
推
移
は
小
、

３
、０
、５
名
。
中
、
18
、
22
、

37
名
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

【
Ｑ
２
】

　

不
登
校
の
子
ど
も
達
の
話

を
聞
き
、
原
因
を
把
握
し
対

応
が
で
き
て
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　

担
任
教
員
等
が
家
庭
訪
問

し
、
本
人
と
面
会
、
保
護
者

と
も
連
携
し
、原
因
を
探
り
、

そ
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
将
来
、
社
会
的

な
自
立
を
目
的
に
個
別
の
指

導
計
画
を
策
定
し
、
支
援
に

努
め
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

そ
れ
ら
の
対
応
で
子
ど
も

達
に
変
化
は
あ
る
か
。

【
Ａ
３
】

　

少
し
ず
つ
効
果
が
見
ら
れ

る
が
、
す
ぐ
に
改
善
に
つ
な

が
ら
な
い
。

【
Ｑ
４
】

　

不
登
校
の
子
ど
も
の
中
に

は
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
通
う

子
も
い
る
と
聞
く
が
、
熊
野

町
で
は
ど
う
か
。

【
Ａ
４
】

　

現
在
、
２
名
の
生
徒
が

通
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
５
】

　

教
育
機
会
確
保
法
に
よ
り

不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
支
援

が
広
が
り
、
広
島
県
で
も
調

査
検
討
中
で
あ
る
。
町
と
し

て
も
不
登
校
の
子
ど
も
の
将

来
を
支
え
る
仕
組
み
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

【
Ａ
５
】

　

今
後
の
国
、
県
の
動
向
を

注
視
し
考
え
た
い
。

Q
A

民生委員改選状況と、次期改選
までの対策は
〈町長〉

「なり手不足」は顕著となっている。民生委員確保に向け、
諸施策を推進する。

中島 数宜議員

【
Ｑ
１
】

　

８
月
末
の
改
選
状
況
は
。

【
Ａ
１
】

　

定
数
48
人
に
対
し
、
今

期
の
一
斉
改
選
で
は
、
欠

員
３
人
と
、
辞
任
さ
れ
る

方
を
含
め
、
19
人
の
改
選

が
必
要
だ
が
、
８
人
確
保

が
で
き
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

【
Ｑ
２
】

　

改
選
に
あ
た
っ
て
の
問

題
点
は
何
か
。

【
Ａ
２
】

　

生
活
困
窮
者
な
ど
の
支

援
対
象
者
や
業
務
量
の
増

加
、
地
域
福
祉
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
・
複
雑
化
に
よ
る

負
担
増
が
主
な
課
題
で
あ

る
。

【
Ｑ
３
】

　

次
期
改
選
時
ま
で
の
具

体
的
対
策
は
。

【
Ａ
３
】

　

地
区
社
協
等
、
地
域
活

動
の
中
で
、
民
生
委
員
へ

の
協
力
体
制
の
強
化
や
、

人
材
の
確
保
に
努
め
る
。

【
Ｑ
４
】

　

活
動
内
容
を
考
慮
し
、

活
動
費
を
増
額
し
、
民
生

委
員
の
労
に
応
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　

国
か
ら
５
万
９
千
円

（
年
）、
町
か
ら
10
万
８
千

円（
年
）と
な
っ
て
い
る
が
、

近
隣
市
町
の
状
況
を
注
視

し
、
適
正
化
に
努
め
る
。

【
Ｑ
５
】

　

民
生
委
員
の
推
薦
は
自

治
会
長
の
み
な
ら
ず
、
町

全
体
で
選
出
す
る
仕
組
み

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
Ａ
５
】

　
「
民
生
委
員
選
出
委
員

会
」
の
設
立
を
含
め
、
他

市
町
の
取
り
組
み
を
聴
取

し
、
実
効
性
の
あ
る
施
策

を
講
じ
て
い
く
。

健 康
福 祉 Q

A

児童虐待防止の体制強化を

〈教育部長〉

関係機関との情報共有を図り、早期発見・早期対応に取り組む。

【
Ｑ
１
】

　

昨
年
度
の
町
内
児
童
虐

待
相
談
対
応
件
数
は
22
件

と
伺
っ
て
い
る
が
具
体
的

に
は
。

【
Ａ
１
】

　

22
件
の
内
、
身
体
的
虐

待
が
17
件
、
心
理
的
虐
待

が
４
件
、ネ
グ
レ
ク
ト（
育

児
放
棄
）
１
件
で
対
象
年

齢
は
未
就
学
児
が
７
人
、

小
学
生
が
11
人
、
中
学
生

が
２
人
、
高
校
生
が
２
人

と
な
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

不
登
校
の
児
童
・
生
徒

の
情
報
を
子
育
て
・
健
康

推
進
課
や
西
部
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
（
児
童
相
談

所
）
と
共
有
さ
れ
て
い
る

の
か
。

【
Ａ
２
】

　

児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
情
報
共
有

し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

子
ど
も
か
ら
直
接
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
出
せ
る
方
法
を
確
認

し
、
関
係
機
関
の
連
絡
先

を
伝
え
て
い
る
の
か
。

【
Ａ
３
】

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
教
室
に

掲
示
し
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

リ
ス
ク
の
高
い
事
案
に

つ
い
て
は
、
最
悪
の
事
態

に
発
展
す
る
か
も
し
れ
な

い
と
の
強
い
危
機
意
識
を

関
係
者
全
員
が
持
ち
、
子

ど
も
の
命
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
Ａ
４
】

　

早
期
発
見
・
早
期
対
応

を
第
一
に
優
先
し
て
い
く
。

沖田ゆかり議員
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Q
A

豪雨災害検証委員会の提言に対する取り組みは

〈町長〉

避難情報の発令基準の見直し、自主防災組織の育成、防災
教育等に取り組む。

光本 一也議員

【
Ｑ
１
】

　

迅
速
な
避
難
情
報
の
発
令
に

向
け
、
国
、
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
準
じ
た
避
難
勧
告
等
発
令

基
準
の
単
純
化
を
図
っ
た
か
。

【
Ａ
１
】

　

気
象
台
発
表
の
予
警
報
と
土

砂
災
害
危
険
度
情
報
を
組
み

合
わ
せ
た
条
件
の
う
ち
、
一
つ

で
も
該
当
す
れ
ば
発
令
す
る
よ

う
変
更
し
、
基
準
到
達
で
直
ち

に
発
令
す
る
よ
う
見
直
し
た
。

【
Ｑ
２
】

　

自
主
避
難
や
避
難
準
備
の
段

階
で
自
治
会
館
等
の
避
難
所
開

設
を
自
治
会
に
依
頼
し
た
か
。

ま
た
、
大
型
店
舗
駐
車
場
を
帰

宅
困
難
者
の
一
時
避
難
場
所
と

し
て
確
保
で
き
た
か
。

【
Ａ
２
】

　

一
時
避
難
場
所
と
し
て
開

設
い
た
だ
く
よ
う
、
各
自
治

会
に
依
頼
し
た
。
大
型
店
舗

駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
と
協
定
を

締
結
し
た
。

【
Ｑ
３
】

　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
支

援
の
取
り
組
み
は
。

【
Ａ
３
】

　

設
立
を
呼
び
か
け
、
現
在

14
団
体
に
増
え
た
。防
災
マ
ッ

プ
作
り
や
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
に
対
す
る
補
助
制

度
を
新
設
し
た
。

【
Ｑ
４
】

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
提
供
は
進
ん
だ
か
。

【
Ａ
４
】

　

民
生
委
員
19
名
と
自
主
防

災
組
織
等
２
団
体
に
提
供
し
た
。

【
Ｑ
５
】

　

小
中
学
校
に
お
け
る
防
災

教
育
の
取
り
組
み
は
。

【
Ａ
５
】

　

小
学
校
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
等
の
作
成
や
保
護
者
と
の

避
難
訓
練
を
実
施
。
中
学
校

で
は
、
災
害
発
生
の
仕
組
み

や
警
報
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
避

難
方
法
、
災
害
時
の
安
全
確

保
等
の
防
災
教
育
を
行
っ
て

い
る
。

Q
A

更新する防災行政無線の概要は

〈町長〉

デジタル電波化に伴い、住民への発信情報を
拡充するシステムを導入する。

【
Ｑ
１
】

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
工
事
の
完
了
時
期
と

予
算
及
び
そ
の
財
源
は
。

【
Ａ
１
】

　

令
和
３
年
２
月
完
成
予

定
。
事
業
費
の
上
限
額
は

４
億
４
７
３
１
万
円
で
、

「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
」
と
い
う
起
債
の
活
用

を
予
定
し
、
許
可
額
に
対

し
て
70
％
が
地
方
交
付
税

で
措
置
さ
れ
る
。

【
Ｑ
２
】

　

新
シ
ス
テ
ム
更
新
後
の

住
民
へ
の
情
報
提
供
は
。

【
Ａ
２
】

　

避
難
勧
告
等
の
発
令
伝

達
時
に
、
１
つ
の
操
作
で

複
数
の
媒
体
に
情
報
発
信

が
可
能
と
な
る
。
登
録
制

メ
ー
ル
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
防
災
ア
プ
リ
、
電

話
で
の
音
声
案
内
利
用
で

個
別
の
伝
達
を
強
化
す
る
。

【
Ｑ
３
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を

保
持
し
て
い
な
い
高
齢
者

等
へ
の
対
応
は
。

【
Ａ
３
】

　

希
望
者
に
対
し
て
は
固

定
電
話
へ
の
一
斉
音
声
発

信
や
、
戸
別
受
信
機
が
購

入
し
や
す
い
よ
う
に
負
担

軽
減
を
検
討
し
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

令
和
３
年
の
完
成
ま
で

の
対
応
と
し
て
、現
在
残
っ

て
い
る
戸
別
受
信
機
を
希

望
者
に
配
布
し
て
は
。

【
Ａ
４
】

　

在
庫
数
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
希
望
す
る
自
治
会

や
自
主
防
災
組
織
の
み
に

配
布
し
て
い
る
。

【
Ｑ
５
】

　

現
在
の
防
災
行
政
無
線

再
生
ダ
イ
ヤ
ル
の
周
知
の

た
め
、
電
話
番
号
を
記
載

し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル

を
全
戸
配
布
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
５
】

　

費
用
対
効
果
や
配
布
対

象
な
ど
、
今
後
検
討
す
る
。

時光 良造議員

Q
A

高齢ドライバーへの安全対策は

〈町長〉

高い関心を持って、その対策を注視している。福垣内邦治議員

【
Ｑ
１
】

　

自
動
車
へ
の
後
付
け
安

全
装
置
な
ど
の
購
入
補
助

を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

【
Ａ
１
】

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
優
遇

措
置
や
補
助
は
考
え
て
い

な
い
。

【
Ｑ
２
】

　

高
齢
者
の
早
期
免
許
証

返
納
へ
の
町
の
考
え
は
。

【
Ａ
２
】

　

高
齢
者
等
、
交
通
弱
者

を
主
な
対
象
と
し
た
、
お

出
か
け
号
を
運
行
し
て
い

る
。

　

早
期
免
許
返
納
に
関
す

る
啓
発
等
は
行
っ
て
い
な

い
。

【
Ｑ
３
】

　

町
役
場
に
お
い
て
相
談

を
受
け
る
窓
口
は
。

【
Ａ
３
】

　

高
齢
者
支
援
課
内
に
、
お

と
し
よ
り
の
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
る
。
適
切
な

支
援
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　

民
間
に
よ
る
免
許
返
納

に
対
す
る
優
遇
措
置
等
は
。

【
Ａ
４
】

　

町
内
で
は
タ
ク
シ
ー
業

者
２
社
、
食
品
店
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
る
よ
う

だ
。
新
た
な
有
益
優
遇
措
置

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
な

く
、
広
報
等
で
周
知
し
て
い

き
た
い
。

安 心
安 全

A
未就学児の命を守る対策は

〈建設部長〉

関係機関との合同緊急点検の結果を踏まえ対策案を立て今年度中に実施する。

【
Ｑ
１
】

　

滋
賀
県
大
津
市
の
交
差

点
に
お
け
る
保
育
園
児
の

死
傷
事
故
を
受
け
て
、
町

の
安
全
対
策
は
。

【
Ａ
１
】

　

幼
稚
園
、
保
育
園
、
認

定
こ
ど
も
園
等
の
施
設
ご

と
に
点
検
を
行
い
、
危
険
箇

所
を
抽
出
し
て
い
る
。
今

後
、
道
路
管
理
者
、
警
察

署
と
合
同
で
緊
急
合
同
点

検
を
実
施
す
る
予
定
。

【
Ｑ
２
】

　

抽
出
さ
れ
た
交
差
点
で

は
、
石
神
交
差
点
、
東
公

民
館
前
の
２
カ
所
が
危
険

と
さ
れ
早
急
な
対
応
が
必

要
と
思
う
が
。

【
Ａ
２
】

　

防
護
策
等
の
設
置
や
、

横
断
歩
道
の
設
置
等
の
対

応
を
、
合
同
点
検
の
結
果

を
踏
ま
え
て
関
係
機
関
と

調
整
を
し
な
が
ら
、
順
次

講
じ
る
予
定
で
あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　

く
ま
の
・
み
ら
い
保
育

園
か
ら
抽
出
さ
れ
た
川
角

大
橋
か
ら
二
河
川
沿
い
の

大
川
線
に
国
が
６
月
に

新
設
す
る
方
針
を
示
し
た

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
を
、
ま
た

熊
野
団
地
内
の
各
幼
稚
園
、

保
育
園
の
周
辺
に
ゾ
ー
ン

30
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
導
入

と
ゾ
ー
ン
30
の
整
備
に
つ

い
て
、
い
ず
れ
の
ゾ
ー
ン

に
つ
い
て
も
、
今
回
の
緊

急
点
検
を
踏
ま
え
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
く
。

〈時光 良造 議員〉Q

▲ 緊急合同点検の対象に抽出された石神交差点
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A
情報化・ＩＴ化への対策は

〈民生部長〉

推進に向けた対応については、慎重に検討する。

【
Ｑ
１
】

　

10
月
増
税
時
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
推
進
に
対
し
て

は
。

【
Ａ
１
】

　

公
民
館
の
事
業
と
し
て
、

海
田
警
察
と
、
詐
欺
被
害

防
止
の
呼
び
か
け
と
初
歩

的
な
講
習
会
を
行
っ
て
い

る
。

【
Ｑ
２
】

　

若
手
職
員
の
「
Ｉ
Ｔ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
育
成
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
２
】

　

引
き
続
き
外
部
講
師
で

の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

業
務
の
効
率
化
の
た
め

に
Ｉ
Ｔ
を
ど
の
程
度
利
用

さ
れ
て
い
る
か
。

【
Ａ
３
】

　

現
在
、
業
務
の
効
率
化

を
目
的
と
し
た
利
用
は
し

て
い
な
い
。
職
員
間
の
連

絡
に
一
部
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利

用
し
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

警
報
発
令
時
に
も
、
町

民
へ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
一

斉
送
信
の
方
が
は
る
か
に

効
率
よ
く
、
大
勢
の
方
に

確
実
に
周
知
出
来
る
と
思

う
の
だ
が
。

【
Ａ
４
】

　

多
く
の
方
々
に
登
録
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　

防
災
行
政
無
線
の
更
新

に
お
い
て
、
新
た
な
情
報

発
信
の
方
法
を
検
討
し
て

い
る
。
一
つ
の
課
題
と
し

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

〈福垣内 邦治 議員〉Q

A
猪の被害対策を問う

〈町長〉

当初予算の増額や、有害鳥獣駆除班員を増員する等、更に被害軽減策を推進する。

【
Ｑ
１
】

　

平
成
30
年
度
の
猪
捕
獲

数
と
被
害
状
況
は
。

【
Ａ
１
】

　

237
頭
を
捕
獲
し
、
33
万

円
の
被
害
金
額
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
29
年
度
よ
り

い
ず
れ
も
増
加
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
「
有
害
獣
防
除
用
施
設

設
置
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
」
の
見
直
し
は
で
き
な

い
か
。

【
Ａ
２
】

　

電
気
柵
等
の
補
助
金
は

安
芸
郡
４
町
同
等
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ

補
助
金
の
増
額
は
考
え
て

い
な
い
が
、
現
在
の
電
気

柵
補
助
要
件
で
あ
る
延
長

200
ｍ
の
基
準
を
見
直
し
、

10
月
か
ら
100
ｍ
に
緩
和
す

る
。

【
Ｑ
３
】

　

捕
獲
後
の
殺
処
分
依
頼

方
法
と
、
処
分
ま
で
の
保

管
用
大
型
冷
凍
庫
の
導
入

は
。

【
Ａ
３
】

　

処
分
可
能
班
員
に
応
援

し
て
も
ら
う
体
制
を
と
っ

て
い
る
。
ま
た
、
処
分
ま

で
の
腐
敗
防
止
と
し
て
、

大
型
冷
凍
庫
の
導
入
に
つ

い
て
、
駆
除
班
役
員
と
協

議
し
て
い
く
。

【
Ｑ
４
】

　

山
林
内
に
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
を
設
置
し
、

田
畑
に
侵
入
さ
せ
な
い「
モ

デ
ル
圃
場
事
業
」
を
実
施

で
き
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　

地
域
ぐ
る
み
で
土
地
所

有
者
等
が
ま
と
ま
っ
て
山

際
に
直
線
的
な
柵
を
設
置

し
、
効
果
を
発
揮
し
て
い

る
他
市
町
の
状
況
を
調

査
・
研
究
し
、
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〈中島 数宜 議員〉Q 農 業

住民と対話し意見を重視する議会に
広島県町議会議員研修会

　８月 29 日、「広島県町議会議員研修会」が開催されました。これからの議会は住民との対
話をより大切にし、住民の意見を重視しなければならないことを再確認し、今後の議会運営
に反映してまいります。

○「地方議会が元気になるために」
　�　地方自治、地方政治を取材する中で、地方の取り組みが日
本を変える原動力になると感じる。地方議会活性化のための
「議員の役割」として、
　�　１　議員が議場の外で住民の声を聴き、議事に反映させる。
　　２　�自助、公助、共助の精神の元、地域住民の力も借り、

政策に取り入れる。

○「人口減社会に期待される議会の役割」
　�　人口減少により、生活利便性が低下し地域の魅力も低下し
ていく中で、持続可能なまちづくりの推進のための「議会の
役割」として、
　�　１　人口減少社会の厳しい現実を直視し課題を探る。
　　２　�様々な施設、サービス等のコンパクト化、リニューア

ル等に対し、住民と徹底した議論を行い、コミュニケー
ションを図り推進する。

講師：ジャーナリスト
梅本　清一　氏

講師：弁護士・早稲田大学
大学院元教授　片木　淳　氏

手に取られ読まれる議会だよりを
議会広報特別委員会

　今年度の議員改選にともない、広報特別委員の半数が刷新されたことなどから、９月 25 日、
４年ぶりに全国町村議会議長会の広報研修会（東京 砂防会館）へ参加しました。
北信越、東海地域以西の広報担当者約 600 人が、標記のような「議会だよりの作成」をねら
いとした研修を受けました。
　内容は、すぐに対応できそうなことから、検討を要することなどまで、多様でした。
　現在の本町の議会だよりも、４年前のこの全国研修会や毎年の近隣市町への研修、そして
情報交換の賜物と考えています。
　今後も、町民の皆様に読んでいただける議会だよりの作成を目指します。ご期待ください。

【研修内容】
○ 読者目線で親切な広報紙を作るには
　　講師：「月刊総務」編集長　豊田健一　氏
○ 情報をわかりやすく伝える
　　講師：朝日新聞メディアプロダクション
　　　　　校閲事業部長　前田安正　氏
○ �町村議会広報コンクール
 　上位入賞団体の評価ポイント
　　講師：エディター　吉村　潔　氏

▲前田氏から、読む人が理解できる情報の
　伝え方について講義を受けました。
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多世代交流・介護支援の先進地へ
総務厚生委員会

　８月８日に総務厚生委員会を開催し、７月に決定した「重点調査項目」に沿った行政視察
先について協議を行いました。先進的な取り組みを行っている次の２町を訪問することとし、
事前に本町の課題や質問事項を洗い出した上で、視察に臨むことに決定しました。

○「熊野町観光交流拠点整備構想計画について」（筆の里工房周辺の開発）
　�　愛知県阿久比町を訪問し、世代を超えたふ
れあい活動、青少年育成の拠点として町民の
多様なニーズに対応しうる多機能な施設とし
て整備され、かつ周辺（町外から）の住民を
呼び込む工夫が多数なされている「ふれあい
の森」を視察する。

○「健康づくり・介護予防事業について」
　�　「介護支援ボランティア制度」が円滑に実施
されている先進地である、愛知県豊山町を訪
問視察する。 ▲阿久比町の「ふれあいの森」案内図。

　多様なニーズに対応できる施設が整備されている。

被災箇所の復旧状況を確認
産業建設委員会

　９月 17 日に産業建設委員会を開催し、昨年の７月豪雨に伴う町内の被災箇所の現地視察を
行いました。また、11 月に予定している行政視察先への事前質問事項について協議しました。

（１）現地視察（町内被災箇所の復旧状況確認）
　�　「平成 30 年７月豪雨災害」で被害の大きかった串掛林道の復旧状況について、昨年度に
引き続き視察を行いました。少しずつではありますが、着実に復旧が進んでいることを確
認しました。

　�　今後も災害復旧事業等の迅速な実施のため調査・研究を行っていきます。
（２）視察先への事前質問事項について
　①�筆の里工房周辺の開発（公園等）が計画さ

れていることに伴い、本町と人口や世帯数
の規模が類似し、かつ先進的な公園事業を
行っている愛知県阿久比町の取り組みにつ
いて、整備等のハード面に関する質問事項
を決定しました。

　②�空き家対策、移住・定住対策、災害での一
時避難住宅等として期待できる、「空き家
バンク」制度を実施している愛知県南知多
町の取り組みについて、制度の概要及び実
績等に関する質問事項を決定しました。

▲�土砂災害により被害を受けた串掛林道の道路、
ガードレール、水路の復旧状況を確認

今
月
の
表
紙

「防災教育」の取り組みを視察
～児童・生徒の防災意識と防災力を高めるために～

文教委員会

　７月 24 日、25 日の２日間、「防災教育」で先進的な取り組みを行っている徳島県阿南市津
乃峰町と高知県高知市を訪問し、視察研修を行いました。

阿南市立津乃峰小学校　地域とともに歩む防災教育
　防災教育・活動に取り組む学校や団体を表彰する「ぼうさい甲子園」グランプリに選ばれ
るなど、防災教育を推進されている。
　令和元年度の重点事項
　○児童が主体的に行動する防災教育の推進
　○家庭や地域と連携した防災教育の推進
　○地域を誇れる心を育てる

　令和元年度～令和５年度は「地域と共に歩む段階」と位
置づけ、次の３点を目指した防災教育を展開している。
　①地域の力を生かし、まちづくりの視点からの防災教育
　②持続可能な、安定した、日常としての防災教育
　③�阿南市内全域の小中学校との連携、啓発・広報を意識

した防災教育

▲ �自主防災会や地域ボランティアから
助言をもらい完成した防災マップ

高知県実践的防災教育推進事業　モデル地域・拠点校の取り組み
　高知県では南海トラフ地震に備えるため、児童生徒の
防災対応力の向上や学校や教職員の危機管理力・防災力
の向上など、先進的・実践的な防災教育を行う市町村及
び学校を支援している。この事業のモデル校の実践発表
を傍聴した。四万十市の竹島小学校や黒潮町の大方中学
校では、子どもが自分の命を守るための防災教育が行わ
れている。

　委員会としては、子どもたちが日常生活における様々な場面で発生する災害の危険性を理
解し、安全な行動をすることで命を守ることができるよう、また、他の人々の安全にも気配
りができるよう、適切な防災教育の実施を要望していきます。
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12月10日（火曜日）

小田原正龍さん

輝け！熊野町スポーツ少年団
（熊野剣道教室スポーツ少年団）

開会を予定しています。
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令和を生きる君たちへ
第 ２ 回

　今回は、令和元年５月生まれの赤ちゃんが掲載されています。安心して子育てができるよう、まちづ
くりに取り組み、皆様のお声を届けてまいります。� 取材／沖田・中島・水原

取材に協力していただいた赤ちゃんのお名前：�聡仁くん、杏ちゃん、こうへいくん、ななみちゃん、はるとくん、真紘くん、ゆうとくん
� ＜くまの・こども夢プラザ（生後５カ月児対象のブックスタート事業）にて＞
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